
◆ ニュージーランド ケリケリ高校短期留学について

７月２３日(月)～８月５日(日) ニュージーランドケリケリ高校への短期留学団が７月２３日(月)、保護者・職員に見送られ１５日間の研
修に出発しました。この事業は、国際理解教育の推進を教育の柱の一つと位置づけている本校にとって大切な行事です。今回の留
学団は、宮崎・柴田教諭が引率し、２年生６名が、姉妹校のケリ
ケリ高校を訪問し、語学研修とホームスティ、諸行事への参加等
の体験を積み、異文化理解を深めること等を目的とし実施しまし
た。５日(日)朝、留学団が帰国し本年度の短期留学を無事終える
ことができました。今回の短期留学が、今後の高校生活の糧とす
るだけでなく、この貴重な体験を生かし、生涯を通じて自分自身
を大きく成長させる機会になることを期待します。

◆ 高校生防災スクールについて

１９日（金）紀央館高校を会場に中紀地区和歌山県高校生防災
スクールが開催されました。本校からは１４名が参加しました。今
回の高校生防災スクールでは、中紀地区の中高生計２３１人が参
加しました。今年は岩手県山田町農林課農業振興係長 昆 公夫
さんから、「東日本大震災の教訓と若者に期待すること」の講話
を受けました。また、防災実技講習では、陸上自衛隊信太山駐
屯地部隊指導のもと、テント設営、ロープワーク、搬送訓練が行
われました。防災教育の必要性が求められている今日、有意義
な経験を積むことができました。災害の際、高校生の果たす役割
は、自らの命を守るだけでなく、共助の心を広げ、地域の防災力向上に貢献してほしいと思います。

◆ 就職セミナーについて

２４日(金) 就職希望者対象の就職セミナーが行われました。講師にキャリアコンサルタント川端
昭子さんをお迎えし、応募書類の書き方、面接におけるマナーなどについて説明していただきまし
た。就職活動を始めるにあたっての心構えや自己分析、企業や仕事内容理解など基本的な内容と、
履歴書の書き方や面接の仕方など練習を交えてお話しいただきました。社会状況の変化により、
就職に向けての現状は、大変厳しい状況が続いています。また、就職後３年以内の離職率も問題
視されています。自らを見直し、将来を考える貴重な機会となりました。

◆ 第62回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会和歌山大会

23日・24日に和歌山ビッグホエールをメイン全体会場に、『和をもって響き合え！～つれもて広げ
る 共育の輪～』をスローガンに、日本全国から約10,000人のPTA会員が参加し、第62回全国高
等学校ＰＴＡ連合会大会和歌山大会が開催されました。大会２日目のアトラクションとして、本校の
マンドリン部が出演し見事な演奏を披露しました。本校マンドリン部は県内唯一のクラブで、全国
から集まったPTA会員は、マンドリンの奏でる音色に酔いしれる時間を過ごしました。、

◆ 芸術鑑賞会について

２９日(水)、今年の芸術鑑賞会は、海南市民交流センターにおいて、トライトーン・アカペラコンサートが行われました。トライトー
ンは卓越したハーモニーワーク、人の声とは思えないヴォイスパフォーマンスなどを用いる女性2名・男性3名の混声アカペラグルー
プです。鑑賞会では、笑いあり、涙あり、変化に富んだ心温まるステージとなり、時間も忘れ楽しく鑑賞することができました。生徒
も熱演に引き込まれるように鑑賞し、有意義なひとときを過ごすことができました。

◆ 不断の錬磨の成果を讃える～ 大会結果報告

夏期に行われました各種の大会において、日頃の練習の成果を大いに発揮してくれました。ここに主な結果を記して、その健闘を
讃えます。
●マンドリン部 第４１回全国高校ギターマンドリンフェスティバル 銅賞受賞
●吹奏楽部 第48回和歌山県吹奏楽コンクール小編成部門金賞関西大会出場

平成24年関西吹奏楽コンクール 銅賞受賞
●バドミントン部 近畿高等学校選手権大会和歌山県予選 女子団体 準優勝

女子シングルス優勝名倉帆南(1年)
●空手道部 第26回和歌山県空手道選手権大会

女子 団体 準優勝 女子個人組手 優勝貞都（1年）
●陸上競技部 和歌山県高校ユース選手権大会 男子走高跳２位前川竜己(１年)

男子３段飛２位高垣勇祐(１年)

９月の予定

１日 学校説明会

５・６・12・13日 SPP授業（数学）

２１日～２２日 文化祭

２２日 ２学期中間考査時間割発表
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